
「
男
も
つ
ら
い
よ
」

　
男
性
学
と
は
、
男
性
社
会
を
男
性
の
視
点

で
考
え
、
男
性
に
と
っ
て
よ
り
生
き
や
す
い

社
会
を
構
想
す
る
た
め
の
学
問
で
す
。
女
性

の
視
点
か
ら
男
性
社
会
を
批
判
的
に
解
剖
し

よ
う
と
す
る
女
性
学
に
対
応
す
る
形
で
、
１

９
７
０
年
代
に
米
国
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
１
９
８
０
年
代
後
半
に
取
り
上

げ
る
人
が
出
て
き
ま
し
た
。
京
都
大
学
名
誉

教
授
の
伊
藤
公
雄
さ
ん
は
そ
の
第
一
人
者
で

す
。「
女
性
が
抑
圧
さ
れ
て
き
た
の
は
確
か
だ

が
、
一
方
必
ず
し
も
男
性
が
豊
か
で
満
ち
足

り
た
人
生
を
送
っ
て
き
た
わ
け
で
も
な
い
。

〝
男
ら
し
く
あ
れ
〞
と
い
う
圧
力
に
窮
屈
な

思
い
を
し
た
結
果
、
引
き
こ
も
り
、
過
労
死
、

中
高
年
自
殺
に
至
っ
た
人
は
少
な
く
な
い
」

と
語
り
ま
す
。

「
男
は
外
、
女
は
家
」
は
ど
こ
か
ら

　
欧
米
で
も
日
本
で
も
近
代
産
業
が
始
ま
る

以
前
は
、
仕
事
で
あ
る
稼
業
も
家
事
も
主
に

家
族
総
出
で
行
う
共
同
作
業
で
し
た
。
妊
娠
、

出
産
、
育
児
も
あ
り
、
家
事
は
女
性
が
よ
り

担
い
が
ち
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
明
確
な
役

割
分
担
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
産
業
革
命
が
起
こ
り
、
近
代
的

な
工
業
生
産
が
始
ま
っ
て
労
働
力
を
集
め
る

必
要
か
ら
男
性
が
工
場
や
会
社
に
集
め
ら
れ
、

妊
娠
出
産
で
仕
事
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
女
性
が
排
除
さ
れ
家
庭
に
入
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
日
本
で
こ
の
男
女
の
役
割
分
業
が
進
み
、

定
着
し
た
の
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
。

男
性
が
長
時
間
働
き
、
女
性
が
家
事
育
児
を

し
な
が
ら
低
賃
金
の
パ
ー
ト
労
働
を
す
る
と

い
う
仕
組
み
で
、
日
本
は
経
済
成
長
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
あ
る
種
の
成
功
体
験
と
し
て
定

着
し
た
中
高
年
層
は
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ

と
が
難
し
く
、
ど
ん
ど
ん
進
む
女
性
の
社
会

進
出
と
の
間
で
齟
齬
を
生
み
ま
し
た
。

「
男
ら
し
さ
」
か
ら
自
由
に

　
現
在
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
で
は
、

女
性
も
重
要
な
働
き
手
で
あ
り
、
社
会
経
済

を
支
え
る
力
で
す
。
男
性
は
、
身
体
的
、
精

神
的
、
経
済
的
に
強
く
あ
る
べ
き
と
求
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
男
ら
し
さ
」
に
縛

ら
れ
ず
、性
差
な
く
適
材
適
所
で
仕
事
、家
事
、

育
児
、
社
会
活
動
を
分
担
し
、
ま
た
女
性
も

男
性
へ
の
依
存
心
を
捨
て
、
よ
り
経
済
的
、

精
神
的
に
自
立
す
れ
ば
、
男
女
は
も
っ
と
互

い
を
理
解
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
自
由
で
豊

か
に
な
る
と
伊
藤
さ
ん
は
提
言
し
ま
す
。

　
１
９
９
１
年
に
は
「
男
だ
っ
て
自
由
に
生

き
た
い
」
と
考
え
る
関
西
の
男
性
５
人
が
「
メ

ン
ズ
リ
ブ
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。４
・

５
頁
に
原
稿
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
中
村
彰

さ
ん
も
そ
の
お
ひ
と
り
で
す
。
他
に
も
、「
育

時
連
」
や
「
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
」

等
の
よ
う
に
、
育
児
を
き
っ
か
け
に
市
民
活

動
を
始
め
た
男
性
た
ち
も
い
ま
す
。

「
男
が
働
か
な
い
、
い
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」

　
若
手
の
男
性
学
者
、
大
正
大
学
准
教
授
の

田
中
俊
之
さ
ん
は
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
親

し
み
や
す
く
語
り
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
男

が
働
か
な
い
」
は
男
性
が
賃
金
を
得
て
働
か

ず
、
主
夫
と
し
て
家
事
労
働
を
す
る
の
も
よ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
宇
宙
飛
行
士
等
、
世
間

で
有
名
な
仕
事
を
な
す
の
は
１
％
く
ら
い
。

現
実
に
は
、
公
務
員
や
会
社
員
に
な
る
の
も

狭
き
門
で
す
。「
大
き
な
夢
を
持
ち
、
強
く
男

ら
し
く
あ
れ
」
と
思
っ
た
ま
ま
で
い
る
と
、

現
実
は
苦
し
い
ば
か
り
。
従
来
的
性
別
役
割

分
業
の
価
値
観
を
捨
て
、
し
な
や
か
に
生
き

よ
う
と
薦
め
ま
す
。

多
様
な
価
値
観
を
認
め
て
し
な
や
か
に

　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
正
社
員
で
い
る
な
ら
、

正
し
い
雇
用
の
ア
ル
バ
イ
タ
ー
の
方
が
い
い
。

夫
よ
り
妻
が
高
収
入
で
も
全
く
問
題
な
い
し
、

イ
ク
メ
ン
に
な
り
た
い
の
に
仕
事
が
過
重
な

ら
、
職
場
が
協
力
体
制
を
整
え
る
と
い
い
、

と
田
中
さ
ん
。

　
男
性
も
自
分
の
弱
み
を
さ
ら
け
出
し
、
人

の
弱
さ
を
受
け
入
れ
、
互
い
に
認
め
合
え
ば
、

困
難
に
心
が
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
少
な
く
、

し
な
や
か
に
か
え
っ
て
強
く
生
き
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　 （
桑
山
）

し
て
い
た
子
育
て
や
家
事
負
担
が
、
夫

婦
二
人
に
か
か
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

初
婚
年
齢
の
上
昇
、
未
婚
化

　
現
在
、
男
性
の
初
婚
平
均
年
齢
は
30
・

７
歳
。
い
ず
れ
は
結
婚
し
よ
う
と
考
え

る
未
婚
者
は
、
男
性
86
・
３
％
、
女
性

89
・
４
％
と
高
い
割
合
で
す
。（
厚
生
労
働

省
「
婚
姻
に
関
す
る
統
計
」
平
成
26
年
）

　
し
か
し
男
性
の
生
涯
未
婚
率
（
＊
）
は

２
０
１
５
年
で
23
・
37
％
、わ
ず
か
15
年

で
17
・
８
％
も
増
加
し
ま
し
た
。（
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
　「
人
口
統
計
資
料

集
２
０
１
７
」）

　
こ
れ
は
年
功
序
列
型
賃
金
や
終
身
雇

用
制
度
の
崩
壊
等
、
働
く
人
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
や
、
非
正
規
雇
用
の
男

性
が
増
加
し
、
経
済
的
な
不
安
か
ら
結

婚
に
踏
み
切
れ
な
い
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

変
わ
る
意
識
・
変
え
ら
れ
な
い
現
実

　
平
成
28
年
に
行
っ
た
「
清
瀬
市
男
女

平
等
に
関
す
る
意
識・実
態
調
査
」
で
は
、

「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
問
い
に
、
男
性
の

63
・
７
％
が
反
対
と
答
え
ま
し
た
。

　
意
識
は
変
わ
っ
た
一
方
、「
家
庭
に
お

け
る
役
割
分
担
」
で
は
、
主
に
自
分
が

家
事
を
行
っ
て
い
る
と
答
え
た
男
性
は

わ
ず
か
５
・
２
％
。
育
児
や
子
ど
も
の

し
つ
け
も
５
・
４
％
と
な
か
な
か
変
え

ら
れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。      （
佐
野
）

＊
生
涯
未
婚
率
と
は
50
歳
に
な
っ
た
時
点
で
一
度

も
結
婚
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
の
割
合
。

「
男
は
仕
事
」
求
め
ら
れ
る
経
済
力

　
男
性
に
と
っ
て
仕
事
を
す
る
の
は
「
当
た

り
前
」
で
「
生
き
甲
斐
」
と
な
る
人
も
い
る

一
方
、
出
世
競
争
や
失
業
・
リ
ス
ト
ラ
等
、

時
に
追
い
込
ま
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　
ま
た
、
結
婚
相
手
の
条
件
と
し
て
男
女
共

に
、「
人
柄
」
を
考
慮
・
重
視
す
る
人
が
最
も

多
く
、
女
性
で
は
「
経
済
力
」「
職
業
」
も
上

位
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。（
国
立
社
会
保
障･

人
口

問
題
研
究
所
「
第
15
回
出
生
動
向
基
本
調
査
」
平
成
27
年
）

女
性
か
ら
男
性
へ
の
稼
ぎ
手
と
し
て
の
経
済

力
の
期
待
は
、｢

大
黒
柱
ス
ト
レ
ス｣

を
男
性
に

感
じ
さ
せ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
時
間
労
働
が
及
ぼ
す
影
響

①
家
庭
生
活
へ
の
影
響

　
一
日
８
時
間
、
週
40
時
間
働
く
の
が
「
最

低
限
」。
そ
れ
を
上
回
る
週
60
時
間
以
上
の
長

時
間
労
働
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
子

育
て
世
代
の
30
歳
代
、
40
歳
代
男
性
は
依
然

と
し
て
高
い
の
が
現
状
で
す
。
６
歳
未
満
の

子
ど
も
を
持
つ
夫
の
家
事
や
育
児
に
費
や
す

時
間
は
、
一
日
当
た
り
67
分
。
先
進
国
の
中

で
も
最
低
の
水
準
で
し
た
。（
内
閣
府
「
少
子
化

社
会
対
策
白
書
」
平
成
29
年
）

②
過
労
死
の
現
状

　「
過
労
死
」
に
関
す
る
調
査
で
は
、
過
労
死

ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
月
80
時
間
を
超
え
て
残
業

を
し
た
従
業
員
が
い
る
と
回
答
し
た
企
業
の

割
合
は
、
10
・
８
％
。
月
１
０
０
時
間
超
え

は
11
・
９
％
等
、
長
時
間
労
働
が
解
消
さ
れ

な
い
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
近

年
、
過
労
死
は
微
減
傾
向
で
す
が
、
過
労
自

殺
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
厚
生
労
働
省
「
平

成
28
年
版
過
労
死
等
防
止
対
策
白
書
」）

自
殺
率
、
女
性
の
約
２
倍

【
平
成
28
年
自
殺
の
状
況
】
総
数 

２
１
８
９
６
人
　

男
性
１
５
１
２
０
人
、
女
性
６
７
７
６
人

●
年
齢
別  

全
て
の
年
齢
で
男
性
の
割
合
が
高

く
、
僅
差
で
40
、
50
、
60
歳
代
の
順
。

●
職
業
別 「
無
職
者
」
は
全
体
の 

58
・
８
％
。

次
い
で
「
被
雇
用
者･

勤
め
人
」「
自
営
業･

家

族
従
業
者
」。

●
原
因
・
動
機
別 「
健
康
問
題
」
は
、
男
女

共
に
最
も
多
い
。
次
い
で「
経
済・生
活
問
題
」

は
男
性
が
女
性
よ
り
も
著
し
く
多
い
。
中
で

も
40
歳
代
と
50
歳
代
が
多
い
。（
内
閣
府
・
警
察

庁
「
平
成
28
年
中
に
お
け
る
自
殺
の
状
況
」）

「
男
ら
し
さ
」
が
孤
立
を
招
く

　
内
閣
府
「
平
成
19
年
度
国
民
生
活
選
好
度

調
査
」
で
は
、「
困
っ
た
時
に
相
談
で
き
る
人

が
い
な
い
」
と
回
答
し
た
15
〜
19
歳
の
男
性

15
％
に
対
し
、
女
性
は
６
・
８
％
。
男
女
の

孤
立
傾
向
の
相
違
は
、若
い
世
代
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
弱
音
を
吐
い
て
は
い
け
な
い

と
い
う
「
男
ら
し
さ
」
の
縛
り
が
、
気
軽

に
悩
み
ご
と
を
相
談
で
き
な
い
状
態
を
招

い
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
川
村
）

佐野

編
集委員からの一言

　
社
会
や
家
族
の
変
化
が
男
性
に
与
え
る
影

響
を
、
デ
ー
タ
か
ら
考
え
ま
す
。

家
族
形
態
の
変
化

　
社
会
の
最
小
単
位
で
も
あ
る
家
族
の
か
た

ち
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
生
活
す
る
単
独
世
帯
が
95
年
間
で

約
６
倍
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
齢
化
の

問
題
と
共
に
、
都
市
化
に
よ
る
人
口
・
企
業

の
集
中
や
、
未
婚
率
の
上
昇
等
が
要
因
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
核
家
族
世
帯
は
１
９
２
０
年
で

55
・
３
％
、
２
０
１
０
年
で
は
57
・
４
％
と

あ
ま
り
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
祖

父
母
と
孫
が
一
緒
に
暮
ら
す
三
世
代
同
居
や
、

核
家
族
以
外
の
親
族
が
一
緒
に
暮
ら
す
形
態

が
減
り
、
平
均
世
帯
人
員
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
同
居
家
族
と
協
同

男性学を拓いた人、それとは知らずにそこにうたわれるような暮らしを始めた人、それぞれに分岐点で自分がいいと感じた道を
選んでいます。自然体で「自分らしく」生きる、素敵だなと思います。

男性だから、女性だから、という性別の枠から解放され、一人ひとりが自分らしく輝ける社会になって欲しい、していきたいと
改めて思いました。
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手を組めば新しい風

総世帯数に対する単独世帯の割合と平均世帯人員の変遷

国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集 2017 年改訂版」より作成

Mr．スクエアの選択
～男は「つらいよ」から「自分らしく一歩」を～

ミスター

男
性
学
に

目
を
向
け
て
み
る
と

変
わ
る
社
会
・
家
族
の
か
た
ち

男
性
の
生
き
づ
ら
さ
を
考
え
る

そ
　
ご

　「一億総活躍時代」がうたわれ、女性の社会進出が進み、既婚男性は積極的な家事育児への参加を求め
られるようになりました。確かに「男は仕事、女は家庭」という意識は少なくなりましたが、実態は追い
ついていないのが現状です。仕事に追われ、家事育児に十分参加できず、まさに「男はつらいよ」状態です。
　育児休業の取りづらさ、長時間労働、自殺、過労死等、「男性の問題」の背景には今まで求められてきた「男
らしさ」の縛りがみえます。それまでとは違う視点をもって困難を新しい喜びに変え、しなやかに力強く
今を歩んでいる「Mr．スクエア」と呼びたい男性の方々を紹介します。　　　　　　　　　　　　　（桑山）

ミスター

桑山

編
集委員からの一言
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